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洪水ハザードマップとは
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氾濫計算結果のデータ・図等を提供

水防法第14条
対象：洪水予報河川

水位周知河川
作成： 河川管理者
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水防法第15条第3項
対象：同左

作成： 市町村

公
表
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全国で約2,000河川

避難場所等の
情報を追加

※水防法の令和3年の改正（令和３年５月１０日公布）により、浸水想定区域の指定が中小
河川まで拡大された結果、洪水ハザードマップの作成も中小河川まで拡大されている

浸水想定区域を指定する
河川数（国交省の目標値）

2,092河川（2020年度）⇒約17,000河川（2025年度）

【改正の背景】

令和元年の東日本台風で、浸水想定区域図やハザードマップを作成しなくてもよい都道府
県管理の多くの河川で堤防が決壊し、甚大な被害が発生（水害リスク情報の空白域の問題）



総力戦で挑む防災・減災プロジェクト（平成２年９月）

3国土交通省パンフレット https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/img/browse_relation.pdf



総力戦で挑む防災・減災プロジェクトの主要施策
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わかりやすい情報発信の推進
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紙のハザードマップ
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札幌市の洪水ハザードマップ

紙のマップを使う方（住民の方）の悩み

・マップ上で自分のいる場所がわからない
（旅行者、地図を見るのが苦手な方等）

・浸水のイメージがわかない（マップの色の意味がわからない）

紙のマップを作成する方（市町村の役場の方）の悩み

・作成費用がそれなりにかかる

・避難所情報の変更が頻繁で、変更のたびに紙のマップを作成できない

・外国人の方（居住者・旅行者）にリスク情報が伝わらない

・紙のマップを配布しただけでは住民の方はなかなか避難してくれず、

住民向けの防災講座を開催するなど色々行う必要がある



３D浸水ハザードマップの主なメリット①
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紙のマップを使う方（住民の方）の悩み

・マップ上で自分のいる場所がわからない
（旅行者、地図を見るのが苦手な方等）

・浸水のイメージがわかない（マップの色の意味がわからない）

→ スマホのGPS機能で自分のいる場
所がわかる

→ 平面的な眺め、鳥瞰的な眺め及び
街角からの眺めを任意の角度で見
ることができ、想定される浸水状況を
直感的に把握できる

知りたい場所の
想定される浸水状況を
直感的に把握できる!!



３D浸水ハザードマップは浸水状況を直感的に把握可能
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防災イベントへの出展（札幌市）



３D浸水ハザードマップの主なメリット②
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紙のマップを作成する方（市町村の役場の方）の悩み

・作成費用がそれなりにかかる

→ 地形や建物、街並み等の３次元モデ
ルがGoogleによって既に整備されて
おり、無料で利用できる

→ ３D浸水ハザードマップ作成のアプリ
とマニュアルを公開しており、無料で
ダウンロードできるため、パソコンに
ある程度詳しい方であれば、独力で
作成可能（想定浸水深のデータは河
川管理者から別途入手）

→ ３D浸水ハザードマップを外注で作成
するとしても、１市町村あたり20～50
万円程度で作成可能

安価に作成できる!!



３D浸水ハザードマップの主なメリット③
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→ ３D浸水ハザードマップは紙のマップ
ではないので、避難所情報が変更さ
れても印刷・配布する必要は無く、例
えば、役場のHPに載せている３D浸
水ハザードマップの描画ファイル
（kmzファイル）を修正するだけでよい

→ kmzファイル修正のための主な作業
は、避難所情報を記載したエクセル・
ファイルの修正なので、役場の防災
担当職員が直営で修正できる

頻繁に発生する避難所
情報の修正作業が容易!!

紙のマップを作成する方（市町村の役場の方）の悩み

・避難所情報の変更が頻繁で、変更のたびに紙のマップを作成できない



アプリを用いた３D浸水ハザードマップの作成方法①
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①：凡例色データ（凡例色の自動生成も可能。好みの色で凡例を作成することも可能。）

②：河川管理者が提供した浸水深・流速のデータファイル（MAXALL.csv）
③：切り抜きデータ（一部の地区の浸水深だけを描画したい場合）

④：浸水深を描画するkmzファイルの名前と保存先を指定

※①、②、④ ：入力必須項目（赤色）

③ ：必須ではない項目（青色）

①
②

③
④

D:¥MakeHM3DKml¥MAXALL.csv

D:¥MakeHM3DKml¥output.kmz

作成マニュアルとアプリのURL



アプリを用いた３D浸水ハザードマップの作成方法②
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③ ：アイコン等の画像ファイルが格納されているフォルダ

④ ：行政界データ（必須ではない）

⑤ ：作成済みの浸水状況を描画するkmzファイル

⑥ ：避難所情報をまとめたエクセル・ファイル（避難所の名前、緯度・経度等）

⑦ ：避難所情報と浸水状況の両方を描画するkmzファイルの名前と保存先を指定

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦



アプリを用いた３D浸水ハザードマップの作成方法③
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• 避難所情報のファイルはエクセルで、所定の様式に必要な情報（避難所の名前、
緯度・経度等）を入力するだけでOK

• 避難所情報を修正した描画ファイルの作成では、このエクセル・ファイルの修正が
主な作業なので、役場の防災担当職員が直営で対応可能

避難所情報のエクセル・ファイル



アプリを用いた３D浸水ハザードマップの作成方法④
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• 避難所ファイルのところで避難所情報を修正したファイルを読み込む
• その他のところでは、以前に３D浸水ハザードマップを作成した時と同じ情報を入

力すればOKなので、入力した情報をきちんと記録しておけば、記録したものを見
ながら機械的に入力していけばよい



３D浸水ハザードマップの主なメリット④
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マップを作成する方（市町村の役場の方）の悩み

・外国人の方（居住者・旅行者）にリスク情報が伝わらない

→ Google EarthとStreet Viewは、もとも
と多言語対応なので、地名等を日本
語以外の言語で表示できる

→ 避難所情報等を外国語で表示でき
るようにしさえすればOK

多言語対応が容易!!



海外での防災教育での活用事例
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コミュニティ・ベースの防災教育
活動での活用（フィリピン ダバオ市）



３D浸水ハザードマップの主なメリット⑤
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マップを作成する方（市町村の役場）の悩み

・紙のマップを配布しただけでは住民の方はなかなか避難してくれず、

住民向けの防災講座を開催するなど色々行う必要がある

→ 知りたい場所の想定される浸水状況
を直感的に把握できる３D浸水ハ
ザードマップは、学習教材としても有
用

学習教材としても有用



３D浸水ハザードマップは学習教材としても有用
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水防演習への出展（釧路川、豊平川、鵡川）

札幌市東区元町地域交流会研修会
「河川氾濫表示と避難行動等を

支援する３D洪水ハザードマップ」

水防演習への出展
（釧路川、豊平川、鵡川）



３D浸水ハザードマップの主なメリット（再掲）
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①知りたい場所の想定される浸水状況を直感的に把握できる

②安価に作成できる

③頻繁に発生する避難所情報の修正作業が容易

④多言語対応が容易

⑤学習教材としても有用

３D浸水ハザードマップ作成のアプリとマニュアルが
公開されており、無料でダウンロード可能



社会実装：石狩市・富良野市との連携
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氾濫計算のデータが揃っていれば、
外注した場合でも、１市町村あたり２０
～５０万円程度の費用で作成が可能



３D浸水ハザードマップの活用事例
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水防演習への出展（釧路川、豊平川、鵡川）水防演習での活用（豊平川、鵡川）



Project PLATEAU（国交省都市局）（１）
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国土交通省都市局では、スマートシ
ティをはじめとするまちづくりのDX（防
災を含む）を進めるために、令和2年度
からProject PLATEAU（プラトー） を開
始しており、現在、全国56都市の3D都
市モデルの整備とオープンデータ化が
完了している。



Project PLATEAU（国交省都市局）（２）
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破堤後２０分後 破堤後６０分後 破堤後１２０分後

阿武隈川

千代川

「3D都市モデル導入のためのガイドブック ３D 都市モデルのユースケース開発マニュアル（公共活用編）」より

L2想定浸水深に対する垂直避難可能建物の可視化（着色）検討事例（福島県郡山市）

浸水ナビのデータを用いた時系列での浸水シミュレーション可視化事例（鳥取県鳥取市）



Project PLATEAU（国交省都市局）（３）
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Google Earth上に浸水状況を描画 PLATEAU上に浸水状況を描画



参考情報
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寒地河川 ツール 検索

作成済みの３D浸水ハザード
マップの描画ファイルのダウン
ロード方法等の説明が記載

マニュアルやアプリが
無料でダウンロード可能



最後に
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問い合わせ先

・技術相談窓口（総合窓口）
寒地技術推進室 TEL : 011-590-4050

MAIL : gijutusoudanアットマークceri.go.jp
・研究チーム直通
寒地河川チーム TEL : 011-841-1639

• 浸水想定区域が新たに指定される河川の急増に伴い、ハザード
マップの改定作業が今後急増すると思われます

• ハザードマップの改定などのタイミングに合わせて、従来型の紙の
ハザードマップだけではなく、３D浸水ハザードマップも作成してみ
てはいかがでしょうか

mailto:gijutusoudanアットマーク@ceri.go.jp

